



















要    旨
終末期看護における基礎教育の実態を知 り課題を明確にすることを目的に文献による考
察をした。その結果以下のことが言えた。














































































































表 1に示す。 1999年 は 2件, 2000年は 4件 ,
2001年は 4件,2002年は 4件,2003年は 5件 ,
2004年は 6件, 2005年 は 18件, 2006件 は
2件,2007年は 7件,2008年は 2件であった。
論文の種類からみると,原著論文 24件,会議






かた 1件 (2008倉 持
12)),看
護師のキャリア発













会議録 26件 は,全 て看護学生が対 象で
あ り,実習 に関連す る ものが 21件 で あっ
た。その内訳は終末期看護実習での学びと課


















































































録年 原  著 会議録 解説 /特集 合 計























生 (3年 課 程 )
16名
成人看護学終末期
実習 の終 了後 の
「実習を通 して学
ん だ こ と_の レ
ポートの KJ法 に
よる分析
実習を通 しての学生の学びの 8つのカテゴリー :
(1)患者の心理的苦痛 (2)患者と共にいる
(3)患者をうけいれる (4)身体的苫痛に対する援助
(5)そ の人らしさ  (6)患 者を支える




















































●身体的ケア :痛 みがないこと 意識がしっか りしていること,
呼吸困難に陥らないこと
●精神的ケア :話を開いてくオlる 人がいること.死 にゆくこと
への自分の個人的恐怖を語ること,‐ 人きりで死なないこと.
ユーモアのセンスを失わないこと
0霊的ケア :神 (仏 )に 全てを託す こと,祈 ること,他 の 人の
助けになることが出来ること
































(2)自 記 式 ア ´














(4)共 感 1生 を促すことは,学 牛が患者の尊厳を保てるようなセル
フケアの方法を選択できる思者援助の方向性につなが つ.対

















次に (1死 も向こうの生の存在の自覚Iを認識 していた。 自己の















終末期看護への興味・援助意志に関する因子 と独立 してTの 関
連を示した要因は.|さ さいなことは気にならない」性格と
~死
に対する自然で静穏なイ スージ |で あった。負の関連を示 した











ケ~シ ヨンや関わ 1'方 について不安を抱 きつつも,意欲的
|こ 実習に取 |,組 んでいた。
(2)実 習終 了時 |こ はこれ らの不安が軽減 し 「もっと患者の側に
いたい |「充実した実習になった と感じていた.
(3)終 末期看護実習における認知には.受 け持ち患者の告知の状



































(1)レ ホー ト分析上の 7つのカテゴリー :「T氏 と家族につ t・ て」
~タ
ーミナル医療・看護について」「夕 一ヽミナル患者と家族に














(2)尺 度 :不 安 こ
の関連要因に関す




(1)1週 目|ま 消極的な姿勢と意欲的な姿勢の学生がいる。2週 目
は患 イの状態の変化に驚く反応を示した学生や心理的に辛 く
なった学生が多かったが,患 者と関わ りを持とうと努力する





































後 の 自由記載 レ









































(1)終 末期看護のあり方についての学び :●死生観.2基本理念 ,
0ケ ア・看護のあり方,●実習を通しての自身への評価.0今
後の課題


































識に関する研究が 13件 (68.4%)で あった。そ
のうち臨床実習に関連する研究が 9件 (47.4%)
であり,そ の内訳は,(1)実習中の患者・家族



























































に専門知識の伝達のレベル (知識 レベル ),第
2に価値の解明のレベル (価値のレベル ),第
3に感情的 。情動的な死との対決のレベル (感
情のレベル ),そ して第 4に技術の習得 (ス キ














































































































































































































































































































7)高 畠安代 :学生の死 に関する意識調査,瀬
戸内短期大学紀要,36:75-82,2005
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看護 における教 育方法 の検討 終末期患 者















(そ の 1)事例提示によるレポー トの分析,人
間 と科学 :広 島県立保健福祉大学誌,1(1):
39-49, 2001
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63)志 田久美子,山 本澄子,渡邊岸 子 :看護
基礎教育 にお ける 「死 の準備教育」 につ い
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An Examination of Literature about Basic Education
in Terminal Nursing Care
Mariko Sonoda, Mitsuyo Uehara
Department of Nursing, Faculty of Nursing and Nutrition,
Kagoshima Immaculate Heart University
Key words : basic nursing education, terminal nursing care, practice,
education method
Abstract
Literature was examined to gain an awareness of the reality and clarify the issues of basic
education in terminal nursing care. The examination produced the following results.
1. Literature accumulated in Ichushi(Japan Central Medical Review) during the decade
between 1999 and 2008 was searched for keywords "nursing education" and "terminal
nursing care." Out of 54 hits, an analysis was made of 19 documents aimed at and authored
by nursing sludenls.
2. Of the 19 documents, 68.4% covered students' cognition of death and terminal nursing
care. Of that Dercentage, 47.4% discussed nursing practice arLd 2l.O% discussed other
matters, indicating a large proportion of research on the practice of nursing care. The
remaining 31.6% discussed the reaiity of students after educational intervention and the
effectiveness of the education, indicating very little research on educational lntervention
itself.
3. In many cases students learned through the practical experience of providing nursing
care for terminally ill patients and their families.
4. \A4ri1e the necessity for a systematic basic education curriculum in terminal nursing care
that progresses from on-campus lectures to practice is frequently discussed, education
methods, contents and assessment remain to be sought.
